
日本体操学会総会議事録 
 

日  時：平成 14 年 3 月 31 日（日）13:00～13:45  
場  所：日本体育大学 6 号館 625 教室 
出席者数：83 名 
議 長：吉中康子 書記：大島林子 
配布資料： 
総会次第、日本体操学会役員一覧(案)、第 2 回日本体操学会予告および研究発表者募集、

日本体操学会｢収支報告｣(仮)および平成 14 年度事業計画、グル－プでテーマを持って

取り組みませんか？ 
 
1. 会長挨拶 

春山会長より、開会の挨拶がなされた。 
 

2. 議長・書記・議事録署名人選出 
議長として吉中康子、書記に大島林子、議事録署名人に金子嘉徳、長谷川聖修が選出

された。 
 

3. 議題 
（1） 日本体操学会設立について 
  ①経過説明 

長谷川(聖)より、日本体操学会設立に関する経過説明がされた。内容は、日本体

操学会は、日本体育学会体育方法専門分科会体操研究会が母体であり、研究会発

足から 20 年、65 回の研究会活動を経て学会が創設されたこと、また、日本体育学

会体育方法専門分科会体操研究会は、しばらくは日本体操学会と並行して活動を

行い、順次学会へ移行する予定であることが報告された。 
 

②日本体操学会会則 
後藤より、日本体操学会会則について、大会プログラム記載の日本体操学会会

則(案)を訂正後、提案され、承認された。訂正事項を、以下に示す。 
 

・第 3 章 会員 第 4 条（2）学生会員：本会の主旨に賛同し、正会員の推薦を得

た大学生、学部、専門学校に在籍する個人 
⇒大学院 

・第 4 章 役員 第 8 条（6）理事 20 名以内 
     ⇒25 名以内 
 

    ③役員について 
     吉中より、配布資料にもとづき、日本体操学会役員一覧(案)が提案された。理事

として、玉城恭子（千葉生涯スポーツ研究会）、梨木紀子（都立小平西高等学校）、



小野由紀子（（株）河合楽器製作所）の 3 名の推薦があり、追加承認された。 
     また、所属について、以下のような変更依頼があった。 
        本谷聡(東京藝術大学)⇒（筑波大学） 

藤瀬佳香（トキワ松学園）⇒（東京藝術大学） 
湯澤きよみ（湯澤音楽体操グループ）⇒（湯澤きよみ音楽体操研究会） 
 

④収支報告（仮）及び平成 14 年度事業計画 
金子より、日本体操学会収支報告（仮）及び平成 14 年度事業計画について提案

され、承認された。 
 

（2） 第 2 回日本体操学会について 
長谷川(聖)より、配布資料にもとづき、第 2 回日本体操学会予告および研究発表者

募集について提案され、承認された。 
 

（3） いいからだの日について 
吉中より、2001 年度「いいからだの日」報告書を資料に、事業内容についての提

案があり、承認された。 
 

（4）その他 
①学会活動について 
大島より、学会活動をより円滑に運営する為の作業部会や、ワーキンググループ、

研究部会など、発足に向けて検討してはどうかという提案が出され、承認された。 
 
②第 3 回日本体操学会について 
吉中より、第 3 回日本体操学会について、平成 15 年 9 月中旬開催予定の案内があ

った。 
 

４. その他 
    以下のような意見が、総会において出された。 

（1） 会費について 
  会費について、規約の設定が適正かどうかについての質問があった。将来的な活

動を見据えての設定が望ましいのではないかという声があった。 
 
（2） 関連省庁等への働きかけについて 
  関連省庁、および関連諸機関等への積極的な働きかけが、今後の学会活動の活性

化のためにも、重要ではないかという意見が出された。 
 

以上 
議事録署名人 金 子 嘉 徳 

                                  長 谷川聖修 


